
１．所得格差の拡大と所得階層固定化の動き 

１－３ 両端の所得階層にいた世帯の約半数が、８年後も同一階層 

 
図表３は、1994 年調査で第 I 分位（最も低い所得階層）と第 V 分位（最も高い所得
階層）に位置した世帯が、2002 年調査ではどの所得階層に移動したかを示したもので
ある。両階層に位置した世帯ともに、その約半数が８年後も同一所得階層に位置してい

た。 
 

図表３ 1994 年調査で第Ⅰ、第Ⅴ分位だった世帯の所得変化 
 
1 9 9 4年 調 査 （19 93年 の 年 収 ） 20 02年 調 査 （20 0 1年 の 年 収 ）
回 答 者 25- 35歳 回 答 者 33- 4 3歳

第 V分 位  （1 25 6 .2万 円 ）
第 IV分 位 （88 4 .4万 円 ）

（）内 は 平 均 値
総 数 110世 帯

199 4年 調 査 （19 93年 の 年 収 ） 20 02年 調 査 （20 0 1年 の 年 収 ）
回 答 者 25- 35歳 回 答 者 33- 4 3歳

第 III分 位 （72 3 .2万 円 ）
第 II分 位 （572 .5万 円 ）
第 I分 位 （41 9 .6万 円 ）
（）内 は 平 均 値
総 数 106世 帯

第 V分 位 (12 85 .0  万 円 ）
第 V分 位 （10 40 .7万 円 ）

第 IV分 位 （90 7 .9万 円 ）

第 III分 位 （67 7 .1万 円 ）

第 II分 位 （543 .2万 円 ）

第 I分 位  （ 33 4 .9万 円 ）

第 I分 位 （37 5 .0万 円 ）
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注 1993年時点で有配偶世帯であり、2002年まで継続して調査に回答している世帯を対象。 

所得は世帯収入実額（財産収入は除く） 
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